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	応用
	抗原情報
	背景
	CaMキナーゼII（CAMK2）は、中枢神経系における主要なキナーゼであり、長期増強および神経伝達物質の放出に機能すると考えられています。興奮性シナプスにおけるNMDARシグナル伝達複合体のメンバーであり、AMPARのNMDAR依存性増強およびシナプス可塑性を制御すると考えられています。Ca（2+）/カルモジュリン結合および自己リン酸化後に自律的に機能するカルシウム/カルモジュリン依存性タンパク質キナーゼは、シナプス可塑性、神経伝達物質の放出、および長期増強に関与しています。興奮性シナプスにおけるNMDARシグナル伝達複合体のメンバーであり、AMPARのNMDAR依存性増強を制御し、それによって興奮性シナプス伝達を制御します（類似性による）。樹状突起棘の発達を制御します（PubMed:28130356）。また、発達中のニューロンの移動も制御します（PubMed:29100089）。転写因子FOXO3をリン酸化して転写活性を活性化する（PubMed:23805378）。DAGLA活性の調節を介して、2-アラキドノイルグリセロール（2-AG）を介したシナプスシグナル伝達の負の調節因子として作用する（類似性による）。
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	SH-SY5Y 細胞溶解物中の CaMKII α 発現のウェスタン ブロット解析。

